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一

大
正
十
四
年
公
刊
の
『
校
本
万
葉
集
』
以
来
、
永
ら
く
進
展
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
万
葉
集
の
諸
伝
本
の
系
統
に
関
す
る
研
究
は
、
平
成
五
年
の
広
瀬
本
万

葉
集
の
出
現
以
来
徐
々
に
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
広

瀬
本
の
出
現
に
よ
っ
て
、
仙
覚
校
訂
本
以
前
に
片
仮
名
訓
本
系
統
と
い
う
一
つ

の
伝
本
グ
ル
ー
プ
が
存
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
仙

覚
校
訂
本
の
奥
書
な
ど
に
記
述
さ
れ
る
忠
兼
本
か
ら
底
本
で
あ
る
親
行
本
ま
で

の
系
譜
が
、
片
仮
名
訓
本
系
統
と
重
な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
な

ら
ば
、
残
さ
れ
た
問
題
は
、
仙
覚
校
訂
本
底
本
に
つ
な
が
る
忠
兼
本
の
系
譜
の

中
で
、
広
瀬
本
が
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
本
稿
で
は
、
従
来
の
成
果
を
集
約
し
な
が
ら
、
広
瀬
本
が
万
葉
集
の
伝

来
史
の
中
で
具
体
的
に
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

位
置
づ
け
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
広
瀬
本
に
残
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
大
き
な
問

題
、
定
家
本
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
よ
り
明
確
に
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

二

本
稿
筆
者
は
、
万
葉
集
の
伝
本
と
し
て
の
広
瀬
本
の
性
格
を
討
究
し
て
き
た

が
、
そ
の
お
お
む
ね
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

万
葉
集
の
現
存
伝
本
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
仙
覚
の

手
を
経
た
仙
覚
校
訂
本
系
統
と
そ
れ
以
外
の
本
、
非
仙
覚
本
系
統
で
あ
る
。
広

瀬
本
は
、
後
者
の
非
仙
覚
本
系
統
に
当
た
る
。
非
仙
覚
本
系
統
は
、
訓
の
仮
名

の
種
類
が
平
仮
名
か
片
仮
名
か
で
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
違
い
は
、
単
に
仮
名
の
種
類
が
違
う
だ
け
で
は
な
く
、

系
統
上
の
違
い
に
も
及
ん
で
い
る
。
片
仮
名
訓
の
伝
本
は
長
歌
の
お
よ
そ
半
分

に
訓
を
持
ち
、
な
お
か
つ
訓
の
分
布
が
諸
本
で
合
致
し
て
い
る
。
そ
の
訓
の
分

布
は
変
則
的
で
、
諸
本
が
別
々
に
長
歌
に
付
訓
し
て
い
っ
て
偶
然
一
致
す
る
可

能
性
は
き
わ
め
て
低
い
。
す
な
わ
ち
、
非
仙
覚
本
系
統
の
片
仮
名
訓
の
諸
本
は
、

基
本
的
に
、
特
定
の
長
歌
訓
分
布
を
持
つ
或
る
本
を
祖
本
と
す
る
同
一
系
統
の

伝
本
群
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
平
仮
名
訓
の
諸
本
は
、
基
本
的
に
長

歌
に
は
訓
が
な
く
、
片
仮
名
訓
の
本
と
は
別
系
統
で
あ
る
。
ま
た
、
非
仙
覚
本

系
統
の
片
仮
名
訓
の
諸
本
の
内
、
広
瀬
本
は
付
訓
形
式
が
歌
本
文
の
左
に
別
行

で
訓
を
付
す
別
提
訓
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
紀
州
本
な
ど
は
、
訓
の
た
め
の
行

を
も
う
け
ず
、
歌
本
文
の
傍
ら
に
訓
を
付
す
傍
訓
形
式
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、

二
つ
の
付
訓
形
式
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
広
瀬
本
と
紀
州
本
な
ど
と
で
異

な
っ
た
付
訓
形
式
が
見
ら
れ
る
が
、
両
者
は
い
ず
れ
も
同
じ
長
歌
訓
の
分
布
を

万
葉
集
伝
来
史
上
の
広
瀬
本
万
葉
集
の
位
置
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有
し
て
い
る
以
上
、
同
一
系
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
付
訓
形
式
の
違

い
は
、
同
一
系
統
内
で
の
伝
来
の
中
で
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
拙
稿

「
長
歌
訓
か
ら
見
た
万
葉
集
の
系
統
」
和
歌
文
学
研
究
第
八
九
号　

平
成
一
六

年
一
二
月
）。

で
は
、
別
提
訓
と
傍
訓
、
い
ず
れ
の
形
式
が
先
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
こ
と
を
考
え
る
端
緒
も
広
瀬
本
に
存
す
る
。
下
に
掲
げ
る
の
は
、
広
瀬
本
の

長
歌
、
短
歌
の
付
訓
の
一
例
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
巻
六
、
九
一
七
～
九
一

九
と
い
う
長
歌
と
反
歌
（
短
歌
）
が
並
ん
で
い
る
部
分
で
あ
る
。

解
説
の
便
宜
の
た
め
に
各
行
で
１
～
14
の
通
し
番
号
を
つ
け
て
い
る
。
ま
ず
、

左
丁
の
方
は
、
長
歌
の
反
歌
と
し
て
二
首
の
短
歌
が
並
ん
で
い
る
。
第
８
行
が

題
詞
、
第
９
行
が
第
一
反
歌
（
短
歌
）
の
歌
本
文
、
第
10
行
が
そ
の
訓
と
な
っ

て
い
る
。
次
の
第
二
反
歌
も
、
第
11
行
が
歌
本
文
、
第
12
行
が
訓
で
あ
る
。
一

面
七
行
の
う
ち
、
歌
本
文
と
訓
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
行
ず
つ
を
占
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
、
右
丁
の
長
歌
の
方
は
、
第
３
、
４
行
が
題
詞
、
第
５
～
７

行
が
歌
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
長
歌
で
は
、
訓
は
歌
本
文
の
傍
ら
に
付
さ
れ
て

お
り
、
訓
の
た
め
の
行
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
形
が
広

瀬
本
の
付
訓
の
基
本
で
あ
る
。
広
瀬
本
で
は
、
短
歌
は
、
訓
の
た
め
の
行
を
設

け
た
別
提
訓
で
あ
る
が
、
長
歌
は
、
訓
の
た
め
の
行
を
設
け
な
い
傍
訓
と
、
長

歌
と
短
歌
と
で
別
々
の
付
訓
形
式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

広
瀬
本
で
は
、
長
歌
、
短
歌
の
付
訓
形
式
が
異
な
っ
て
い
る
と
言
う
だ
け
で
な

く
、
書
写
面
の
作
り
に
影
響
が
及
ぶ
ほ
ど
の
大
き
な
違
い
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
長
歌
へ
の
付
訓
と
短
歌
へ
の
付
訓
と
は
、
同
時

に
行
わ
れ
た
も
の
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
両
者
の
付
訓
に
は
、
時
期

の
上
で
段
階
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
が
先
か
と
言
え
ば
、

短
歌
は
一
面
七
行
書
き
の
中
に
訓
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
長
歌

１２３４５６７８９1011121314

�

（
広
瀬
本
万
葉
集　

関
西
大
学
図
書
館
蔵
）



― ―16

の
方
は
訓
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
分
、
そ
の
制
約
は
受
け
な
い
。
な
ら
ば
、
ま
ず
、

書
写
形
式
を
定
め
た
上
で
、
短
歌
に
訓
が
付
さ
れ
た
段
階
が
あ
り
、
次
に
長
歌

は
訓
が
行
割
り
に
影
響
が
な
い
形
で
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
逆
は
考
え

に
く
い
と
言
え
よ
う
。
な
ら
ば
、
広
瀬
本
の
今
あ
る
形
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
短

歌
に
だ
け
訓
が
あ
り
、
長
歌
に
訓
が
な
い
段
階
が
存
し
た
と
推
定
で
き
る
。

で
は
、
次
の
段
階
と
し
て
、
長
歌
に
は
ど
の
よ
う
に
付
訓
が
な
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
広
瀬
本
に
は
、
さ
ら
に
細
か
い
段
階
ま
で
推
測
で
き
る
痕
跡
が
残
っ

て
い
る
。
広
瀬
本
巻
二
に
は
十
九
首
中
十
二
首
も
の
長
歌
に
平
仮
名
の
訓
が
見

ら
れ
る
。
片
仮
名
訓
本
で
あ
る
広
瀬
本
に
こ
れ
ほ
ど
平
仮
名
の
訓
が
集
中
す
る

の
は
、
巻
二
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
、
万
葉
集
の
伝
来
史
の
中

で
平
仮
名
訓
本
の
段
階
で
は
基
本
的
に
長
歌
に
訓
は
な
い
の
で
、
広
瀬
本
巻
二

の
平
仮
名
の
長
歌
訓
の
集
中
は
極
め
て
異
様
な
状
況
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
訓
は
、
単
に
平
仮
名
訓
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

一
首
の
中
で
、
訓
が
歌
本
文
の
右
に
あ
っ
た
も
の
が
、
左
に
移
動
し
た
り
、
平

仮
名
訓
で
あ
っ
た
も
の
が
片
仮
名
に
変
わ
っ
た
り
す
る
例
が
複
数
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
広
瀬
本
、
中
で
も
巻
二
に
だ
け
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
万
葉
集
の
伝
来
史
の
上
で
も
類
の
な
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
広

瀬
本
巻
二
の
長
歌
の
平
仮
名
訓
の
集
中
と
付
訓
形
態
の
不
規
則
的
な
状
況
は
、

巻
二
だ
け
に
見
ら
れ
る
例
外
的
な
長
歌
の
平
仮
名
訓
の
存
在
と
深
く
関
わ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

平
安
末
、
鎌
倉
初
期
の
万
葉
集
伝
本
の
付
訓
状
況
を
知
る
重
要
な
資
料
に
仙

覚
校
訂
本
が
あ
る
。
仙
覚
は
、
自
ら
の
校
訂
本
に
、
校
訂
を
行
っ
た
際
の
諸
本

の
付
訓
状
況
が
わ
か
る
よ
う
な
表
示
を
付
し
て
い
る
。「
古
点
・
次
点
・
新
点
」

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
古
点
は
、
理
念
上
は
、
平
安
時
代
村
上
朝
に
梨
壺
の
五

人
が
付
訓
し
た
訓
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
仙
覚
校
訂
本
の
巻
二
の

長
歌
訓
は
す
べ
て
古
点
な
の
で
あ
る
。
伝
来
史
上
長
歌
訓
は
比
較
的
新
し
く
、

仙
覚
校
訂
本
で
も
長
歌
訓
の
古
点
は
全
体
の
十
四
％
に
過
ぎ
な
い
。
長
歌
に
古

点
が
集
中
す
る
の
は
二
十
巻
中
こ
の
巻
だ
け
で
あ
る
。
様
々
な
状
況
か
ら
、
こ

れ
ら
巻
二
長
歌
の
訓
が
梨
壺
の
五
人
の
付
訓
と
は
考
え
に
く
い
が
、
古
点
と
判

断
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
古
い
本
に
訓
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
常
識

的
に
考
え
て
平
仮
名
訓
本
に
存
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
現
存
す
る
非
仙
覚

本
系
統
の
平
仮
名
訓
本
に
は
、
巻
二
の
長
歌
訓
は
ほ
ぼ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
巻

二
部
分
が
現
存
す
る
金
沢
本
、
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
な
ど
の
本
に
は
訓
は
一

例
も
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
天
治
本
に
は
、
巻
二
で
残
存
す
る
長
歌
四
首

に
す
べ
て
訓
が
存
す
る
（
検
天
治
本
を
含
む
）。
こ
れ
は
、
天
治
本
巻
二
の
す

べ
て
の
長
歌
に
訓
が
あ
っ
た
可
能
性
を
強
く
示
唆
し
て
お
り
、
仙
覚
校
訂
本
の

古
点
は
、
こ
の
よ
う
な
平
仮
名
訓
本
の
訓
の
存
在
に
基
づ
い
て
い
る
と
推
測
さ

れ
る
。

翻
っ
て
、
広
瀬
本
の
巻
二
の
長
歌
訓
を
考
え
た
場
合
、
や
は
り
こ
の
平
仮
名

訓
本
の
長
歌
訓
と
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
広
瀬
本
巻
二
の
平
仮

名
訓
が
多
い
こ
と
を
含
む
付
訓
の
混
乱
は
、
あ
ら
か
じ
め
付
訓
ス
ペ
ー
ス
を
用

意
し
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
、
平
仮
名
の
長
歌
訓
に
遭
遇
し
て
、
付
訓
の
仕

方
に
腐
心
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る⑴
。
広
瀬
本
全
体
で
は
、
巻
二
以
外
に
こ
の

よ
う
な
混
乱
は
ほ
ぼ
な
く⑵
、
全
体
と
し
て
は
、
長
歌
は
片
仮
名
傍
訓
で
そ
ろ
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
巻
二
に
見
ら
れ
る
長
歌
訓
の
混
乱
し
た
状
態
が
最
も
早
い

段
階
で
あ
り
、
そ
の
後
は
、
長
歌
に
つ
い
て
は
傍
訓
形
式
に
方
針
が
固
ま
り
、

全
体
に
付
し
て
い
っ
た
と
い
う
過
程
が
想
定
で
き
る
。
一
方
、
他
の
片
仮
名
訓

本
系
統
の
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な
巻
二
長
歌
訓
の
混
乱
は
見
ら
れ
な
い
。
以
上

の
事
を
総
合
す
る
と
、
広
瀬
本
に
は
、
片
仮
名
訓
本
の
系
統
の
中
で
も
も
っ
と

も
古
い
形
態
が
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
拙
稿
「
長
歌
訓
か
ら
見
た
万
葉
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集
片
仮
名
訓
本
」
上
代
文
学
第
九
三
号　

平
成
一
六
年
一
一
月
）。

つ
ま
り
、
片
仮
名
訓
本
系
統
の
ご
く
初
期
の
時
期
に
は
、
巻
二
に
付
訓
方
針

が
定
ま
ら
な
い
状
況
で
付
訓
が
行
わ
れ
、
や
が
て
右
傍
訓
と
い
う
形
に
収
束
し

て
、
他
巻
に
付
訓
し
て
い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
看
取
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の

さ
ら
に
前
の
段
階
と
し
て
は
、
長
歌
に
は
訓
が
な
く
、
短
歌
の
み
に
別
提
で
訓

が
付
さ
れ
て
い
た
状
況
が
想
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
片
仮
名
訓
本
系
統
の
最

も
初
期
の
状
況
は
、
長
歌
に
訓
が
な
く
、
短
歌
に
は
片
仮
名
別
提
で
訓
が
付
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
形
は
、
片
仮
名
訓
本
系
統
に
先
行
す
る
平
仮
名
訓
本
の
付
訓
形
態
と
よ

く
似
て
い
る
。
上
に
示
す
の
は
、
平
仮
名
訓
本
で
あ
る
元
暦
校
本
の
九
一
七
～

九
一
八
の
部
分
で
あ
る
。
先
に
提
示
し
た
広
瀬
本
と
ほ
ぼ
同
じ
部
分
で
あ
る
。

長
歌
に
は
訓
も
訓
の
ス
ペ
ー
ス
も
な
く
、
反
歌
（
短
歌
）
の
方
に
は
別
行
を

取
っ
て
訓
が
存
す
る
。
片
仮
名
訓
本
系
統
の
最
も
初
期
の
段
階
と
し
て
想
定
さ

れ
た
形
は
、
こ
の
元
暦
校
本
と
極
め
て
似
た
形
だ
と
言
え
よ
う
。
異
な
る
の
は
、

訓
が
平
仮
名
か
片
仮
名
か
と
い
う
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
片
仮
名
訓
本
系
統
は
、

ま
ず
こ
の
形
か
ら
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三

片
仮
名
訓
本
系
統
の
諸
本
は
非
仙
覚
本
系
統
に
属
す
る
が
、
仙
覚
校
訂
本
と

も
深
い
相
関
関
係
に
あ
る
。
片
仮
名
訓
本
系
統
の
長
歌
訓
の
分
布
は
、
こ
の
系

統
の
際
だ
っ
た
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
仙
覚
校
訂
本
の
新
点
長
歌
の
分
布
と

合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
片
仮
名
訓
本
系
統
の
長
歌
訓
の
な
い
歌

の
分
布
と
新
点
長
歌
の
分
布
が
同
じ
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
足
が
か
り
に
、

仙
覚
校
訂
本
の
新
点
歌
の
分
布
を
調
べ
る
と
、
長
歌
短
歌
（
旋
頭
歌
も
含
む
）

い
ず
れ
の
場
合
も
、
新
点
歌
と
片
仮
名
訓
本
系
統
で
訓
の
な
い
歌
の
分
布
は
合

致
す
る
。
片
仮
名
訓
本
系
統
で
訓
の
な
い
歌
が
、
す
な
わ
ち
仙
覚
の
新
点
歌
と

い
う
こ
と
に
な
る
（
拙
稿
「
万
葉
集
訓
点
史
に
お
け
る
片
仮
名
訓
本
」
文
学
（
隔

月
刊
）
第
八
巻
第
五
号　

平
成
一
九
年
九
、
一
〇
月
）。
加
え
て
、
片
仮
名
訓

本
系
統
の
中
に
は
傍
訓
の
本
が
あ
り
、
そ
れ
は
仙
覚
校
訂
本
の
第
一
次
本
、
寛

�

（
元
暦
校
本
万
葉
集　

東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

日本文学科
四角形

日本文学科
テキスト ボックス
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元
本
と
同
じ
形
態
で
あ
る
（
題
詞
が
低
く
て
、
片
仮
名
傍
訓
）。
片
仮
名
訓
本

系
統
の
傍
訓
の
本
を
元
に
し
て
、
そ
の
訓
の
な
い
歌
に
付
訓
し
て
ゆ
け
ば
、
ほ

ぼ
寛
元
本
の
形
が
で
き
あ
が
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仙
覚
寛
元
本
時

の
底
本
は
、
片
仮
名
訓
本
系
統
の
傍
訓
の
本
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
。

つ
ま
り
、
寛
元
本
の
底
本
で
あ
る
親
行
本
は
、
傍
訓
の
片
仮
名
訓
本
系
統
の
本

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
万
葉
集
片
仮
名
訓
本
と
仙
覚
校

訂
本
」
上
代
文
学
第
一
〇
五
号　

平
成
二
二
年
一
一
月
）。

こ
の
点
と
、
親
行
本
な
ど
に
残
る
奥
書
な
ど
か
ら
、
寛
元
本
の
底
本
の
系
譜

を
再
現
し
て
ゆ
く
と
次
の
よ
う
な
形
に
な
る
（
拙
稿
「
万
葉
集
仙
覚
校
訂
本
に

お
け
る
親
行
本
の
扱
い
」（
美
夫
君
志
第
九
二
号　

平
成
二
八
年
三
月
）。

　

忠
兼
本

―
雲
居
寺
書
写
本

―
光
行
本

―
親
行
本

光
行
本
な
ど
に
残
る
奥
書
に
よ
れ
ば
、
忠
兼
本
は
、
京
東
山
の
雲
居
寺
に
施

入
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
あ
る
人
物
が
同
寺
の
香
山
房
で
書
写
し
た
本
が
光
行

本
の
祖
本
と
な
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
こ
の
系
譜
に
示
さ
れ
た
本
は
す
べ
て

現
存
し
な
い
が
、
忠
兼
本
の
奥
書
を
持
つ
本
と
し
て
天
治
本
が
現
存
し
て
お
り
、

そ
れ
は
平
仮
名
別
提
訓
で
あ
る
。
一
方
、
光
行
本
の
形
態
は
紀
州
本
（
巻
十
ま

で
）
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
光
行
本
は
片

仮
名
傍
訓
で
あ
る
。
ま
た
、
先
ほ
ど
の
よ
う
に
、
親
行
本
も
片
仮
名
傍
訓
の
本

と
推
定
で
き
る
。
な
ら
ば
、
こ
の
一
連
の
系
譜
の
中
で
、
忠
兼
本
は
平
仮
名
別

提
訓
、
光
行
本
は
片
仮
名
傍
訓
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
忠
兼
本
か
ら

光
行
本
の
間
で
平
仮
名
別
提
訓
か
ら
片
仮
名
傍
訓
に
変
化
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
片
仮
名
訓
本
系
統
に
は
、
広
瀬
本
の
よ
う
な
片
仮
名
別

提
訓
の
本
も
あ
る
。
広
瀬
本
も
片
仮
名
訓
本
系
統
な
の
だ
か
ら
、
片
仮
名
別
提

訓
か
ら
片
仮
名
傍
訓
へ
の
変
化
も
こ
の
間
に
生
じ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
忠
兼
本
か
ら
光
行
本
に
至
る
ま
で
の
間
に
次
の
よ
う
な
変
遷

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

平
仮
名
別
提
訓

―
片
仮
名
別
提
訓

―
片
仮
名
傍
訓

前
章
で
片
仮
名
訓
本
系
統
の
付
訓
形
態
の
変
化
を
述
べ
た
際
に
、
広
瀬
本
は
、

片
仮
名
訓
本
系
統
の
中
で
最
も
初
期
の
形
態
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
、
ま
ず
、
短
歌
の
訓
が
片
仮
名
別
提
で
付
さ
れ
た
と
い
う
推
定
で
あ
っ

た
。
そ
の
短
歌
の
訓
が
片
仮
名
別
提
訓
で
付
さ
れ
た
形
の
前
の
段
階
に
平
仮
名

別
提
訓
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
変
遷
は
、
平
仮
名
別
提
訓
の
本
の
訓

を
、
付
訓
形
態
を
変
え
ず
に
、
平
仮
名
を
片
仮
名
に
変
え
る
過
程
と
と
ら
え
ら

れ
る
。

そ
の
際
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
雲
居
寺
書
写
本
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
名
称

は
、
先
掲
拙
稿
「
万
葉
集
仙
覚
校
訂
本
に
お
け
る
親
行
本
の
扱
い
」
で
名
付
け

た
本
で
あ
る
が
、
雲
居
寺
に
施
入
さ
れ
て
い
た
忠
兼
本
を
某
氏
が
書
写
し
た
本

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
親
行
本
に
残
る
奥
書⑶
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
（
原
文

は
漢
文
。
読
み
下
し
文
に
直
し
て
提
示
。）。

書
本
に
云
は
く
、
斯
の
本
は
肥
後
の
大
進
忠
兼
の
書
な
り
。
而
し
て
雲
居

寺
に
施
入
さ
れ
了
は
ん
ぬ
。
予
、
借
り
請
け
て
彼
の
寺
の
香
山
房
に
て
書

写
す
る
と
こ
ろ
な
り

こ
の
本
の
重
要
な
要
素
は
、
ま
ず
、
自
宅
で
は
な
く
、
よ
そ
の
場
所
を
借
り

て
書
写
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
書
写
の
場
所
が
寺
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
忠
兼
本
は
二
十
巻
そ
ろ
い
の
本
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。
そ
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の
大
部
な
本
を
場
所
を
借
り
て
書
写
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
制
約
（
特
に
時
間

的
な
制
約
が
）
が
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
間
的
な
制
約
を
克
服
す
る
た
め

に
は
、
多
く
の
人
数
を
か
け
て
書
写
す
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
寺
で
書

写
の
担
い
手
と
し
て
期
待
で
き
る
の
は
、
当
然
僧
侶
で
あ
ろ
う
。
僧
侶
の
通
常

使
用
す
る
仮
名
は
片
仮
名
で
あ
る
。
先
に
想
定
し
た
平
仮
名
別
提
訓
を
仮
名
を

片
仮
名
に
し
た
と
い
う
本
は
、
こ
の
と
き
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、

忠
兼
本
を
雲
居
寺
で
書
写
し
た
時
点
で
、
ま
ず
は
、
短
歌
の
訓
が
平
仮
名
訓
か

ら
片
仮
名
訓
に
変
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

四

た
だ
し
、
こ
れ
ら
一
連
の
推
定
は
、
忠
兼
本
に
端
を
発
す
る
光
行
本
―
親
行

本
の
系
統
が
片
仮
名
訓
本
系
統
で
あ
る
と
い
う
推
定
の
結
果
が
前
提
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
、
光
行
本
、
親
行
本
＝
片
仮
名
訓
本
系
統
と
い
う
推
定
に
も
十
分

な
整
合
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
親
行
本
も
光
行
本
も
現
存
せ
ず
、
直
接

検
証
で
き
な
い
と
い
う
恨
み
は
残
る
。
右
の
推
定
の
よ
う
に
、
片
仮
名
訓
本
系

統
で
あ
る
広
瀬
本
が
、
た
し
か
に
忠
兼
本
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
を
別
の
視

点
か
ら
検
証
す
る
方
策
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

広
瀬
本
巻
二
に
お
け
る
長
歌
訓
の
混
乱
は
、
先
行
す
る
平
仮
名
訓
本
で
長
歌

訓
を
持
つ
本
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
現
存
の
伝
本
の
中
で

天
治
本
が
そ
の
よ
う
な
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
広
瀬
本
巻
二

長
歌
訓
を
扱
っ
た
拙
論
（
先
掲
「
長
歌
訓
か
ら
見
た
万
葉
集
片
仮
名
訓
本
」
等
）

は
い
ず
れ
も
、
天
治
本
を
、
あ
く
ま
で
も
平
仮
名
訓
本
に
巻
二
長
歌
訓
が
存
在

す
る
証
左
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
出
自
に
は
言
及
し
て
い
な
か
っ

た
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
先
行
す
る
平
仮
名
訓
本
の
い
ず
れ
か
の
本
の
巻
二
に
長

歌
訓
が
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
本
で
あ
っ
て
も
論
は
成
立
す
る
と
い
う
立
場
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
実
は
重
要
な
の
は
、
先
行
す
る
平
仮
名
訓
本
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
天

治
本
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
天
治
本
は
、
そ
の
奥
書
か
ら
忠
兼
本
を
書
写
し

た
本
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
天
治
本
の
巻
二
の
長
歌
訓
は
、

忠
兼
本
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
広
瀬
本
巻
二
の
異
様
な
長
歌
訓
は
、
ま

さ
に
忠
兼
本
の
影
響
下
に
生
じ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
忠
兼
本
（
天
治
本
）
の
巻
二
の
長
歌
訓
と
そ
れ
に
影
響
を

受
け
た
広
瀬
本
の
巻
二
の
長
歌
訓
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
。
拙
稿
「
万
葉

集
忠
兼
本
の
系
譜
」（
国
語
国
文
第
八
四
巻
第
一
一
号　

平
成
二
七
年
十
一
月
）

は
、
忠
兼
本
の
書
写
本
で
あ
る
天
治
本
と
、
片
仮
名
訓
本
系
統
で
あ
る
広
瀬
本

な
ど
の
巻
二
長
歌
訓
を
詳
細
に
比
較
し
、
両
者
が
、
別
々
に
付
訓
し
て
い
た
の

で
は
あ
り
得
な
い
ほ
ど
の
類
似
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
広
瀬
本
巻
二
の
長
歌
訓
は
、
忠
兼
本
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
確
認
さ
れ
、

右
の
、
雲
居
寺
書
写
本
の
実
態
を
広
瀬
本
に
求
め
よ
う
と
す
る
本
論
文
の
推
定

を
強
く
支
持
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
述
べ
来
た
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
広
瀬

本
の
今
に
伝
わ
る
形
は
、
片
仮
名
訓
で
短
歌
は
別
提
訓
、
長
歌
は
傍
訓
と
お
の

お
の
異
な
っ
た
付
訓
形
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
短
歌
に
訓
が
あ
り
、
長

歌
に
は
訓
が
な
い
形
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
は
、
平
仮
名

別
提
訓
の
本
と
比
べ
る
と
、
訓
の
仮
名
の
種
類
が
違
っ
て
い
る
だ
け
の
差
で
あ

り
、
こ
の
形
こ
そ
、
忠
兼
本
が
雲
居
寺
に
於
い
て
某
人
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た

雲
居
寺
書
写
本
の
形
、
す
な
わ
ち
平
仮
名
別
提
訓
の
忠
兼
本
を
、
訓
を
ひ
ら
が

な
か
ら
片
仮
名
に
変
え
て
書
写
さ
れ
た
形
な
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
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五

広
瀬
本
は
、
出
現
当
初
か
ら
、
ま
ず
は
定
家
本
の
万
葉
集
と
言
う
こ
と
で
注

目
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
本
が
藤
原
定
家
の
奥
書
を
持
つ
本
で
あ
る
こ
と
は
「
広

瀬
本
万
葉
集
解
説
」（『
校
本
万
葉
集
』
新
増
補
・
追
補　

平
成
六
年
一
一
月
）

に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
の
元
が
藤
原
定
家
の
書
写
本
で
あ
る
こ

と
に
は
疑
い
が
な
い
。
だ
が
、
定
家
本
と
は
、
一
般
的
に
は
定
家
の
校
訂
の
手

が
入
っ
た
本
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
方
で
あ
ろ
う
。『
古
今
和
歌
集
』
し
か

り
、『
源
氏
物
語
』
し
か
り
で
あ
る
。
広
瀬
本
が
定
家
の
書
写
を
経
た
本
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
し
、
定
家
以
降
の
御
子
左
家
の
歌
学
書
に
も
深
く
関
係

す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
広
瀬
本
が
は
た
し
て
定
家
の
校
訂
を
経
た

本
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
十
分
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
と
言
え

よ
う
。
本
論
文
に
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
ず
る
用
意
は
無
い
が
、

先
に
広
瀬
本
の
伝
来
史
の
位
置
を
考
え
た
結
果
を
も
と
に
、
定
家
の
校
訂
の
手

が
加
わ
っ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
少
々
考
え
を
述
べ
る
。

前
節
ま
で
で
述
べ
来
た
っ
た
よ
う
に
、
広
瀬
本
の
形
態
は
、
忠
兼
本
を
片
仮

名
訓
で
書
写
し
、
片
仮
名
傍
訓
へ
と
変
化
さ
せ
て
ゆ
く
片
仮
名
訓
本
系
統
の
一

過
程
を
反
映
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ら
ば
、
こ
こ
に
藤
原
定
家

の
校
訂
の
手
が
加
わ
る
余
地
は
ほ
ぼ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
も
っ
と

も
、
忠
兼
本
を
雲
居
寺
で
書
写
し
た
人
物
は
、
い
ま
だ
も
っ
て
不
明
で
あ
る
。

後
の
光
行
本
、
親
行
本
へ
の
流
れ
を
見
れ
ば
、
雲
居
寺
で
書
写
し
た
人
物
は
源

光
行
そ
の
人
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
も
の
の
、
そ
う
断
言
す
る
ほ
ど
の
論
拠
に

は
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
な
ら
ば
、
こ
の
雲
居
寺
で
書
写
し
た
人
物
が
定
家
で
あ

る
可
能
性
も
全
く
に
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
忠
兼
本
か
ら
雲
居

寺
書
写
本
に
改
訂
す
る
一
連
の
作
業
に
定
家
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
生
ず

る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
本
稿
筆
者
は
、
可
能
性
が
残
る
か
ら
と
言
っ
て
、
こ

の
雲
居
寺
書
写
本
の
主
体
に
定
家
を
あ
て
る
事
は
妥
当
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
、
広
瀬
本
の
内
容
に
照
ら
し
て
、
定
家
の
校
訂
の
手
を
経
た
本
で
あ
る

と
は
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
限
り
な
く
否
定
的
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

そ
の
最
た
る
理
由
は
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
て
き
た
巻
二
長
歌
の
付
訓
で
あ

る
。
広
瀬
本
巻
二
の
長
歌
訓
は
、
平
仮
名
訓
が
半
数
を
占
め
る
こ
と
を
は
じ
め

と
し
て
大
き
な
混
乱
が
存
す
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
雲
居
寺
で

の
忠
兼
本
書
写
の
際
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
雲
居
寺
書
写
本
の
生
成
の
事

情
を
知
る
上
で
は
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
が
、
万
葉
集
の
一
伝
本
と
し

て
み
た
場
合
、
他
の
巻
と
の
統
一
性
を
考
え
る
と
、
は
な
は
だ
不
整
な
状
況
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
書
写
上
の
混
乱
が
そ
の
ま
ま
に
残
っ
て
い

る
状
況
を
、
定
家
が
自
ら
の
校
訂
本
で
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
放
置
す
る
だ
ろ
う

か
と
い
う
の
が
、
最
も
大
き
い
疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
広
瀬
本
に
は
、
明

ら
か
な
誤
写
が
数
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
上
、
歌
の
欠
落
も
複
数
存
す
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
、
春
日
本
（
主
と
し
て
誤
写
の
点
）、
紀
州
本
（
巻
十
ま
で
・

主
と
し
て
歌
の
欠
落
）
な
ど
の
鎌
倉
時
代
書
写
の
伝
本
と
共
通
す
る
特
徴
で
あ

り
、
定
家
書
写
時
に
は
す
で
に
存
し
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
（
拙
稿
「
春
日
本
万

葉
集
の
再
検
討
」「
文
学
」（
季
刊
）
第
十
巻
第
四
号　

平
成
一
一
年
秋
）。
こ

れ
ら
が
、
定
家
が
校
訂
の
手
を
加
え
た
結
果
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
は
考
え
に

く
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
広
瀬
本
を
含
む
片
仮
名
訓
本
系
統
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
目
録

の
歌
数
表
示
が
あ
げ
ら
れ
る
。
片
仮
名
訓
本
系
統
に
は
、
巻
ご
と
の
目
録
に
そ

の
巻
の
歌
数
が
表
示
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
す
べ
て
の
巻
に
存
す
る
わ
け
で

は
な
い
）。
こ
れ
に
は
、
長
歌
を
「
短
歌
」、
短
歌
を
「
反
歌
」
と
表
示
す
る
際
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だ
っ
た
表
示
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
仙
覚
校
訂
本
の
奥
書
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
万
葉
集
本
来
の
用
法
と
は
異
な
っ
た
、
言
わ
ば
誤
っ
た
表
示

で
あ
る
。
こ
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
仙
覚
よ
り
前
に
、
定
家
が
『
万
葉
集
長
歌

短
歌
説
』（
貞
永
元
年
１
２
３
２
成
立
）
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
同
書
で
は
、

広
瀬
本
に
も
記
載
が
あ
る
巻
十
の
目
録
に
あ
る
次
の
よ
う
な
記
載
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

都
唐マ
マ

五
百
四
十
首
之
中  
五
百
卅
首
反
歌　

二
首
短
歌　

四
首
旋
頭
歌

そ
う
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
（
原
文
は
漢
文
）。

私　

こ
の
「
短
歌
」
は
古
今
集
の
ご
と
く
長
歌
な
り
。

こ
の
一
巻
の
「
短
歌
」
は
他
の
巻
に
似
ず
。
疑
ふ
ら
く
は
、
こ
れ
後
代
の

人
の
注
す
る
と
こ
ろ
か
。

く
だ
ん
の
記
述
が
長
歌
を
指
し
て
「
短
歌
」
と
呼
称
し
て
い
る
と
述
べ
、
長

歌
を
指
し
て
「
短
歌
」
と
す
る
こ
と
は
、
万
葉
集
の
他
の
箇
所
に
は
見
ら
れ
な

い
の
で
、
後
代
の
人
間
の
注
記
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
万
葉
集
の
伝

本
に
お
け
る
こ
の
た
ぐ
い
の
注
記
に
つ
い
て
「
さ
か
し
ら
」
で
あ
る
と
す
る
考

え
は
、
仙
覚
校
訂
本
奥
書
で
の
記
述
が
ま
ず
思
い
合
わ
さ
れ
る
が
、
定
家
は
、

そ
れ
に
先
ん
じ
て
こ
の
記
述
の
不
適
切
さ
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
定
家

は
、
こ
の
長
歌
を
「
短
歌
」
と
呼
称
す
る
記
述
は
万
葉
集
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な

く
、
後
世
の
注
記
だ
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
当
該
の
記
述
は
、
万
葉

集
の
本
文
で
は
無
い
と
い
う
判
断
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
広
瀬
本
に
は
、
こ
の

巻
十
の
ほ
か
に
も
巻
二
巻
末
な
ど
に
同
じ
よ
う
な
注
記
が
見
ら
れ
る
。
も
し
、

広
瀬
本
祖
本
の
定
家
書
写
本
が
、
定
家
の
校
訂
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う

な
注
記
が
そ
の
ま
ま
存
在
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
広
瀬
本
は
、
定
家
が
書
写
に
関
わ
っ
た
本
で
は
あ

る
が
、
内
容
を
吟
味
し
て
本
格
的
な
校
訂
を
経
た
本
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

注
⑴　

拙
稿
「
広
瀬
本
万
葉
集
と
は
い
か
な
る
本
か
」（
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
８　

平
成
二
六
年
三
月
）
で
は
、
さ
ら
に
、
当
初
は
、

付
訓
と
い
う
意
識
で
は
な
く
、
メ
モ
程
度
に
書
き
付
け
て
い
た
た
め
と
考
え
を
改
め

て
い
る
。

⑵　

広
瀬
本
の
長
歌
訓
の
付
訓
位
置
の
混
乱
な
ど
は
、
巻
二
以
外
に
も
巻
三
な
ど
に
若

干
見
ら
れ
る
。

⑶　

親
行
本
の
奥
書
は
、
飛
鳥
井
雅
章
筆
本
所
収
。
た
だ
し
、
同
本
は
関
東
大
震
災
で

焼
失
し
た
た
め
、　
『
校
本
万
葉
集
』（
首
巻
）
で
の
引
用
に
従
う
。

〈
補
注
〉

　
　

本
論
文
で
は
、
広
瀬
本
の
状
況
か
ら
、
片
仮
名
訓
本
系
統
の
極
初
期
で
あ
る
雲
居

寺
書
写
本
に
お
い
て
忠
兼
本
に
存
す
る
巻
二
長
歌
訓
を
転
写
す
る
際
に
、
平
仮
名
、

片
仮
名
の
混
乱
、
付
訓
位
置
の
混
乱
な
ど
が
生
じ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

そ
の
よ
う
な
混
乱
は
、
当
初
長
歌
に
付
訓
す
る
意
図
が
な
か
っ
た
の
に
、
忠
兼
本
に

訓
を
見
出
し
た
た
め
、
倉
卒
の
間
に
訓
を
付
し
た
た
め
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
雲
居
寺
書
写
本
の
底
本
で
あ
る
忠
兼
本
の
姿
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
天

治
本
の
巻
二
長
歌
訓
は
、
現
存
す
る
も
の
は
す
べ
て
長
歌
本
文
の
後
に
別
提
で
訓
が

付
さ
れ
て
い
る
（
次
頁
上
は
、
検
天
治
本
の
巻
二
、
一
九
六
の
歌
本
文
と
訓
の
一
部　

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）。

　
　

つ
ま
り
、
忠
兼
本
の
巻
二
長
歌
訓
は
別
提
訓
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ

る
。
そ
れ
な
の
に
、
そ
れ
を
写
し
た
雲
居
寺
書
写
本
で
は
ど
う
し
て
傍
訓
（
左
傍
訓

を
含
む
）
に
な
っ
た
の
か
。

　
　

雲
居
寺
書
写
本
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
広
瀬
本
巻
二
の
長
歌
訓
は
、
右

傍
訓
、
左
傍
訓
、
巻
末
に
別
置
と
、
様
々
な
形
態
で
付
訓
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
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も
付
訓
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
状
況
を
前
提
と
し
て
付
訓
を
試
み
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
訓
を
付
そ
う
と
す
る
際
に
は
、
す
で
に
歌
本
文
は
書
写
さ
れ
た
後
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。
一
方
、
付
訓
の
さ
れ
方
は
、
方
針
は
一
貫
せ
ず
、
混
乱
を
極
め

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
こ
れ
ら
の
訓
が
書
写
当
時
の
メ
モ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
（
先
掲
拙
稿
「
広
瀬
本
万
葉
集
と
は
い
か
な
る
本
か
」）。

す
な
わ
ち
、
広
瀬
本
に
見
ら
れ
る
混
乱
し
た
長
歌
訓
の
状
態
は
、
雲
居
寺
書
写
本
の

書
写
当
時
の
生
々
し
い
状
態
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

雲
居
寺
書
写
本
の
巻
二
で
は
、
長
歌
に
付
訓
を
行
う
段
階
で
、
す
で
に
歌
本
文
の
書

写
は
完
了
し
て
い
た
、
言
い
換
え
れ
ば
、
忠
兼
本
の
よ
う
に
訓
を
別
提
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
に
忠
兼
本
に
残
る
長
歌
訓
（
別
提
訓
）
を
写

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
巻
ご
と
に
違
い
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
広
瀬
本
の
他
の
巻
に
は
、
長
歌
に
別
提
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
例
が

五
例
（
巻
四
、
四
二
三
・
巻
八
、
一
四
五
三
・
一
五
〇
七
・
巻
九
、
一
七
四
〇
・
巻

一
三
、
三
二
二
五
）
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
巻
で
は
、
雲
居
寺
書
写
本
で
、
底
本
に

存
し
た
長
歌
訓
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
雲
居
寺
書

写
本
で
は
巻
ご
と
に
書
写
者
が
異
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い

え
よ
う
。

〈
付
記
〉
本
稿
中
に
掲
載
し
た
広
瀬
本
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
者
の
関
西
大
学
図
書
館
か

ら
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
元
暦
校
本
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
者
の
東
京
国
立
博
物

館
か
ら
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
検
天
治
本
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
者
の
京
都
大
学

附
属
図
書
館
か
ら
掲
載
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　

な
お
、
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会JSPS

の
科
学
研
究
補
助
金
の
助
成
（
基
盤

研
究
（
Ｃ
）「
万
葉
集
仙
覚
校
訂
本
作
成
過
程
の
解
明
に
関
わ
る
万
葉
集
諸
伝
本
の

包
括
的
研
究
」
課
題
番
号
２
６
３
７
０
２
２　

研
究
代
表
者
田
中
大
士
）
に
基
づ
く

成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
共
同
研
究
（
特
定
研
究
）

「
万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的
研
究
」（
代
表
者
田
中
大
士
）
に
基
づ
く
成
果

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。


